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はしがき 
                千葉大学大学院社会科学研究院 田村高幸 
 
本研究プロジェクト「存在・真理・フィクションの分析を支える論理構造解明に向けて」は
千葉大学大学院人文社会科学研究科の研究プロジェクトとして、存在・真理・フィクションの
分析を支える論理構造とはいかなるものであり、そこから、存在・真理・フィクションの分析
を如何にしていくことがよいのだろうかとの思いのもと、2016 年 4 月に発足した。 
三か月の準備期間を経て、同年 7 月に第 1 回研究会、9 月第 2 回研究会を、11 月に第 3 回研
究会を、3 月に第 4、第 5 研究会を行い、2016 年度の活動を閉じた。改組により、千葉大学大
学院人公共学府研究プロジェクトとなり、2017 年度は、11 月末までは内部でいろいろと討論
を積み重ね 2016 年度成果を精査、分析を行い、それの成果の上で、12 月に第 6 回(2017 年度
第 1 回)研究会を、2018 年 1 月に第 7 回(2017 年度第 2 回)研究会を、3 月に第 8(2017 年度 3
回)、第 9(2017 年度第 4 回)、第 10 回(2017 年度第 5 回)研究会を開催し、2 年間のプロジェク
トの幕を閉じた。 
 各研究会は基調講演及び総合討論からなり、「存在・真理・フィクションの分析を支える論
理構造解明に向けて」を１）存在、 真理、フィクションの使用を捉えるために如何にしたら
よいのだろうか、２）捉えられた使用をもとに、いかなるシステムを構築できるのか、３）そ
のシステムを用いることによって「存在・真理・フィクションの分析」如何に進められるのだ
ろうか、という 3 つの問いに答えていくことを目的に、「語の意味は使用」、「明晰化は自己明
晰化から」、「事態生成はアスペクト生成・概念生成から」をモットーに、使用の明晰化、論理
学の明晰化、アスペクト生成・概念形成の明晰化の立場から研究会が進められていき、とても
有意義でこの分野に類を見ないとても重要で多くの成果を出すことができた。詳細について
は、プロジェクトリーダーの田村高幸による巻頭論文の研究プロジェクト研究会総括及び最
終論文の「論理構造からみた存在・真理の分析を支えるフィクションの働き」に書いておいた。
特に、「フィクションは世界観構築を与える働きをもつ」という成果は特筆すべきであろう。 
 以上の成果はこの研究会での基調講演者・コメンテーターを担ってくれた一人一人による
ところが大きいし、また、総合討論で忌憚のない意見を展開してくれた参加者の一人一人が基
調講演内容の吟味・分析・発展にとても大きな貢献をしていただいた。併せて、研究会出席の
メンバー一人一人に深い感謝の意を述べたい。 
 今後は「アスペクト生成・概念形成研究会」として、活動を継続していく予定である。 
  
